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受理番号 陳情７第７号 受理年月日 令和 7 年２月４日 

件 名 目黒区区民住宅条例の廃止を求める陳情 

 

【陳情の趣旨】 

目黒区立区民住宅は、国の「特定優良賃貸住宅の供給の促進に関する法律(平成

５年法律第５２号)」のもと、目黒区でも「中堅所得者に対して住宅を提供するこ

とにより、その生活の安定と福祉の増進を図るとともに、区民の定住化に資する

ため」（条例第１条:目的）、平成６年より条例で定め設置されてきた。しかし、そ

の中心となった「民間借上げ型」（２０年間、区が民間マンションなどを一括借り

上げし、中堅ファミリー層に条件に応じて家賃負担を補助し提供するもの）はす

でにすべて廃止されている。現存するのは区所有の２か所６戸のみであるが、す

べて空室となっている。 

三田フレンズについては、平成２２年（２０１０）に空き家となった従前居住者

用住宅４戸を転用し区民住宅としたが、空き室が続き、平成２８年（２０１６）以

降、平成３０年（２０１８） 宮城県の打ち切りまでは、東日本大震災被災者の「み

なし仮設住宅」として使用されてきた。 

令和３年７月三田フレンズ区民住宅の４戸中２戸を目黒区は区営住宅に転用し

た。この時点で１戸は、令和３年「建物明渡請求」で提訴され居住中であったが、

同年１０月には退去している。他１戸は平成３０年以降、転用された２戸と同様

空き家であった。 

目黒区は、平成３０年以降三田フレンズ区民住宅は募集をしておらず、空き家

状態が続いている。 

区民住宅は、民間借り上げ２０年の期間を経て、既に歴史的役割を終えた施策

であり、当初予定された「中堅ファミリー層」向けの住宅支援策としては、家賃補

助制度などが取り組まれている。区所有の区民住宅についても、三田フレンズの

ように区営住宅や高齢福祉住宅への転用が望ましい。長期にわたる空き家状態の

継続をただすべきである。 

２３区でも、台東区（２０１３年）・杉並区（２０１７年）・中野区（２０１８

年）・墨田区（２０２０年）・新宿区（２０２２年）・豊島区（２０２４年）と区民

住宅の廃止が続いている。他方、近隣の大田区・品川区・世田谷区などでは区建設

型の区民住宅を大量に保有しているが、低廉な家賃で人気の物件となっている。  

㎡あたり家賃はファミリータイプで、大田区、プライムハイツ北粕谷５８．１８

㎡、㎡あたり１，５８１円、築２７年。品川区、ファミーユ西五反田７２．２２㎡、

㎡あたり２，０４５円、築２１年。 

目黒区の三田フレンズでは、約６５㎡、㎡あたり２，９２０円強、築３０年と高

い家賃である。 

区民住宅を廃止にあたって、三田フレンズについては、令和３年７月に区民住

宅の４戸中２戸を区営住宅に転用した時点にさかのぼって区民住宅を廃止してく



ださい。少なくとも１戸は区営住宅に転用した２戸と同様に令和３年７月にさか

のぼって廃止してください。 

 

【陳情事項】 

全戸空き家状態が続いている「区民住宅」を廃止し、目黒区立区民住宅条例（平

成６年９月条例第２６号）の廃止を求めます。 

 

 


